
令和5年度　重点目標
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安全・安心な教育環境の整備

文化遺産の保存・継承・活用

生涯学習の推進と学習環境の整備

教育委員会事務局

「上田市教育支援プラン」の推進



重点目標管理シート

部局名 1

(1)
 ①教育相談所指導主事4人による全校訪問（不登校・不適応対応体
制の確認・支援）の実施。SSW5人が参加するスクリーニング会議の
開催（25校）。SC2人による研修会開催（2回：参加8人）
 ②「民間施設等に関するガイドライン」周知（校長会、民間施
設）、学校外の民間施設との情報共有の実施（5施設）
(2)
 ①公開授業開催（31回：参加321人）。取組状況を全小中学校に発
信（3回）

○学校給食施設の計画的な整備
 (1)第二学校給食センター改築事業の着実な実施
(2)改築後の第二学校給食センターにおける食物アレル

ギー対応の検討及び関係者への周知

(1)4月～3月

(2)4月～3月

(1)建設工事の完了及び稼働開始
(2)改築後の第二学校給食センターにおけ
る食物アレルギー対応の概要資料を作成、
食物アレルギーに関する講演会の開催

(1)令和5年度3学期の稼働開始に向けて建設工事を継続
(2)概要資料を作成し、上田地域で保護者説明会を開催
　 (右岸2会場 左岸2会場 計4回、来入児保護者会 15校)
　 アレルギー専門医を講師に講演会を開催(8/26:参加約100人)
　 講演会でも概要資料を用いた説明を実施

(1)令和5年12月に建設工事を完了し、令和6年1月10日より給食提供
開始
(2)
　・概要資料を作成し、上田地域で保護者説明会を開催
　　 (右岸2会場 左岸2会場 計4回、来入児保護者会 15校)
　 　アレルギー専門医を講師に講演会を開催
　　 (8/26:参加約100人)
　 　講演会でも概要資料を用いた説明を実施
　・卵と乳の食物アレルギーを有し、対応食希望の児童の保護
    者に対する個別面談を実施し、2月から食物アレルギー対
    応食(除去食)を提供開始。

(1)朝食摂取率は微減　小学6年生94.5%、中学3年生93.4%
　(R5年度全国学力調査より)
　・各給食施設で朝食に関する情報提供を行った回数年平均11回
　・広報うえだ12月号に特集「家庭と給食でつなげる食育」を
　　掲載
(2)食に関する調査結果の分析、児童生徒の健康状態に関する調査結
果集計と分析を実施し、各学校に報告
(3)養護教諭を対象に児童生徒の健康づくりに関するニーズ調査を10
月に実施し、来年度の施策検討の基礎資料を作成

4

(1)4月～3月

(2)4月～3月

(1)
 ①自校の授業改善の推進のため、取組
　 や課題を自由討論する場の開催
　（ユニバーサルデザイン化の視点、
　 ＩＣＴを活用した効果的な授業）
 ②ＭＩＭを活用した通常の学級におけ
　 る「読み」の向上
(2)
 ①教員のＩＣＴ活用能力の向上及び
　 授業においてＩＣＴを効果的に使う
　 段階への移行

(1)
 ①「授業を語る会」全3回中1回開催（参加36人）
 ②全体研修会の開催（参加53人）、MIMスタート研修3回（参加103
人）、全小学校でMIM-PMを実施、モデル授業・研修･懇談
　等開催（18回：参加86人）
(2)
 ①ICT支援員9人の継続配置による授業支援や上田GIGAスクールサイ
トの更新、情報教育主任会2回・夏季情報教育研修会1回
（参加213人）の開催

(1)
 ①支援を必要とする児童生徒の早期
　 発見、適切な支援のためのスクリー
　 ニング会議を中核にした支援体制
　 を構築
 ②民間施設との連携を構築
(2)
 ①ユニバーサルデザイン化の視点を
　 生かした取組の推進

(1)
 ①教育相談所指導主事4人による全校訪問（不登校・不適応対応体
制の確認・支援）を実施。SSW5人が参加するスクリーニング会議の
実施（25校）。SC2人による研修会開催（2回：参加81人）
 ②「民間施設等に関するガイドライン」の周知（校長会、民間施
設）、学校外の民間施設との連携構築のための企画、調整
　今後、民間施設への訪問等を実施予定
(2)
 ①公開授業開催（15回：参加223人）。取組状況を全小中学校に発
信（1回）

3

○豊かな心と健やかな身体の育成
 (1)毎日朝食を食べる児童生徒の割合
　　(小学校6年生 95.8%、中学校3年生94.7%)の増加
(2)児童生徒の食や健康状態がわかる各種調査の実施及

び結果分析、課題設定
 (3)児童生徒の健康づくりに関する施策の検討

(1)4月～3月

(2)4月～3月

(3)4月～3月

(1)朝食に関する情報提供
　 (全学校給食施設で年4回以上)
(2)各学校へ報告及び養護教諭部会で説
明・報告を実施(年1回)
(3)学校における児童生徒の健康づくりに
関するニーズ調査の実施

(1)各給食施設で朝食に関する情報提供を行った平均回数6回
　 (3～12回)
(2)食に関する調査結果の分析及び児童生徒の健康状態に関する調査
結果集計と分析を後期に実施
(3)養護教諭を対象に児童生徒の健康づくりに関するニーズ調査を10
月に実施予定

(1)
 ①「授業を語る会」を計画どおり開催（3回：参加122人）
 ②MIMの推進に向けた全体研修会開催（1回：参加53人）、小学校
1.2年生教員を対象としたMIMスタート研修開催（3回：参加103
人）、全小学校でMIM-PMを実施、モデル授業・研修･懇談等開催（22
回：参加134人）
(2)
 ①ICT支援員9人を継続配置し全小中学校の授業支援を実施、上田
GIGAスクールサイトの更新、情報教育主任会開催（4回）、夏季情報
教育研修会1回（参加213人）の開催、学校ホームページ作成及び公
開ガイドラインの改定、公開授業の開催（六中）、クラウド研修会
の開催（西小）

2

○すべての子どもに寄り添う支援
 (1)いじめ・不登校など悩みを抱える児童生徒への支援
　①相談体制の整備による支援の強化
  ②「民間施設等に関するガイドライン」の周知
 (2)特別な支援を要する児童生徒への支援
　①授業のユニバーサルデザイン化の推進

(1)4月～3月

(2)4月～3月

 目的・
　　効果

令和3年度からスタートした第3期上田市教育支援プランでは「上田市教育大綱」の基本理念「燦(さん)と輝く上田の未来を紡(つむ)ぐ人づくり」に込められた
思いを受け「確かな学力を養う」、「ふるさと「上田」を愛する心を育む」、「未来を切り拓く力を養う」の3つの基本目標を掲げています。変化の激しい予
測困難な時代において、児童生徒の学ぶ意欲や生きる力を育み、児童生徒が自ら未来を切り拓くことができるよう様々な施策を推進します。

該当する
SDGsの目標

取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

期末報告（目標に対する達成状況・達成度）

1

○確かな学力の育成
 (1)「わかる・できる授業」につなげる授業改善
　①学力向上委員会の充実
  ②ＭＩＭの活用による「読み」の向上
 (2)ＧＩＧＡスクール構想の推進
　①ＩＣＴを活用した効果的な授業の推進

令和５年度

重点目標 「上田市教育支援プラン」の推進 教育委員会事務局 優先順位

第５編　教育【生涯を通じて学び豊かな心を育むまちづくり】 上田再構築プランVer.2.0

「もっと、前に」における

位置付け

２ 教育・子育ての環境・文化の充実を促進する
 総合計画における

 　　　　　位置付け
第１章　次代を担う人づくり

第１節　教育環境の整備と地域ぐるみの教育推進

第四次上田市行財政改革大綱・アクションプログラムに
おける位置付け

 現況・
　　課題

人口減少やグローバル化、人工知能などの技術革新により社会が急速に変化する中、児童生徒が「自ら学び、自ら考え、判断して行動する力」を身につけることが重要です。
学校、家庭、地域、関係機関が連携し、いじめや不登校などの未然防止と早期発見・対応を図り、すべての児童生徒が安心して登校し学校生活を送ることができるよう取り組むことが必要です。
核家族化や少子化の進展などにより子どもを取り巻く環境が大きく変化している中で、子どもの教育に多くの人が携わり「地域の子どもは地域で育てる」地域ぐるみの教育を行うことが必要です。
地域の実情や特性に配慮しながら、今後の望ましい教育の方向性としての「小中学校のあり方」の検討を進める必要があります。

1



期末報告（目標に対する達成状況・達成度）取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

5

特

記

事

項

○市民参加・協働の推進、市民満足度の向上を考慮した点 ○取組による効果・残された課題

○教育行政の事務の点検及び評価を踏まえ反映した点

○小中学校のあり方の検討
(1)上田市小中学校のあり方に関する基本方針に基づく

学校のあり方の検討
(1)4月～3月

(1)基本方針に関する地域ごとの説明会
の開催（未実施の中学校区について、年

度内に開催）

(1)中学校区別に基本方針の説明会を開催(2箇所　第五中学校区、塩
田中学校区)

(1)主に中学校区別に基本方針の説明会を開催
　(7箇所:参加126人　第五中学校区、塩田中学校区、第六中学校
区、丸子北中学校区、菅平・真田中学校区、武石小学校、真田地域
協議会)

2



重点目標管理シート

部局名 2

○教育行政の事務の点検及び評価を踏まえ反映した点

〇学校施設の適正な営繕の実施
・各学校からの営繕要望に対し、営繕実施の可否について
判断の上、経費圧縮に努めながら、迅速かつ適切な事業の
推進

年度内 営繕が必要な主要箇所について、概ね年内
(12月)に発注を完了

　年度当初、予定していなかった小学校特別支援教室へのエアコン
設置や、中学校放送設備の修繕などにより、小学校費及び中学校費
において増額補正
　その他、学校からの営繕要望に対し、予算の範囲内で順調に対応
　・発注件数（9月末現在）
　　　小学校 49件　　中学校 7件

特

記

事

項

○市民参加・協働の推進、市民満足度の向上を考慮した点 ○取組による効果・残された課題

新第二学校給食センター運用に支障が生じ
ないよう年度内に整備完了

　業者が決定し、学校と工事工程を確認しながら年度内に整備が完
了するよう施工中

　施設からの要望に対し、対応の可否を適切に判断をして効果のあ
る営繕を実施した。（令和6年3月末現在：小学校120件・進捗率
99％、中学校28件・進捗率98％）

　うち、小学校2校に増設された特別支援教室へのエアコン設置・小
学校各1校のプールろ過機ポンプ更新、内線電話の更新工事の実施、
また、中学校1校の放送設備修繕を実施した。

4

〇小学校トイレ改修事業
・塩田西小学校

令和6年3月 北校舎1階男女トイレの洋式化及び内装を年
度内に改修完了

　業者が決定し、学校と工事工程を確認しながら年度内に改修が完
了するよう施工中

　トイレ洋式化及び内装の改修完了

5

　川辺小学校・東塩田小学校のコンテナ受入室の整備完了

2

〇中学校照明器具LED化改修事業
　・市内中学校10校の校舎棟、屋内運動場、
　 グラウンドの照明器具をＬＥＤに改修

令和6年3月 市内中学校の照明器具を全てLED改修 　市内中学校10校の照明器具をリースによりLED化するための契約を
締結し、各校と工事工程を調整しながら年度内に改修を完了するよ
う施工中

　市内中学校10校の照明器具のLED化改修を完了させ、令和6年4月か
ら10年間のリースを開始

3

〇川辺小学校・東塩田小学校コンテナ受入室整備事業 令和6年3月

期末報告（目標に対する達成状況・達成度）

1

〇第五中学校改築事業(国庫補助事業)
　(1)校舎棟建設に必要な解体工事
　(2)校舎棟建設（令和6年度末までの2か年）

令和6年3月 (1)第三棟、部室棟、屋内運動場の解体(令
和5年7月末まで)
(2)校舎棟建設工事の契約から施工(令和7年
3月までの2か年)

（1）7月末解体工事完了
（2）校舎棟建設工事に係る各契約（建築主体・電気設備・機械設
備）を締結し、概ね予定通り施工中

(1)予定通り解体工事完了
(2)令和7年1月末の竣工に向け概ね計画通り施工中

 目的・
　　効果

現在の学校施設配置を続けた場合、人口減少による小規模校(過小規模校)化や空き教室の増加等により、非効率的な施設の維持管理を余儀なくされ、財政を圧
迫する一因となるため、学校施設の再配置も視野に入れながら、児童・生徒にとって必要な学習環境を確保しつつ、施設の維持管理経費の抑制を図ります。

該当する
SDGsの目標

取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

第１章　次代を担う人づくり

第１節　教育環境の整備と地域ぐるみの教育推進

第四次上田市行財政改革大綱・アクションプログラムに
おける位置付け

(2)　健全で持続可能な財政基盤への改革
　エ　公共施設マネジメントの推進

 現況・
　　課題

少子化が進行する中、多様な学習内容・学習形態に対応するとともに、将来にわたり持続可能な小中学校の施設整備を進める必要があります。
人口増加がピークであった昭和40年代・50年代に建てられた学校施設が今後耐用年数を迎えるに当たり、将来の人口減を見据える中で、計画的な施設配置・施設規模を検討する必要があります。

令和５年度

重点目標 安全・安心な教育環境の整備 教育委員会事務局 優先順位

第５編　教育【生涯を通じて学び豊かな心を育むまちづくり】 上田再構築プラン

Ver.2.0「もっと、前

に」における位置付け

　教育・子育ての環境・文化の充実を促進する
 総合計画における

 　　　　　位置付け
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重点目標管理シート

部局名 3

特

記

事

項

○市民参加・協働の推進、市民満足度の向上を考慮した点 ○取組による効果・残された課題

○教育行政の事務の点検及び評価を踏まえ反映した点

(1)市民団体や公民館と連携し「出張どこでも先人館」（8回、10月
～2月）を実施
(2)市立博物館：企画展(2回)、各種講座(10回)開催
   信濃国分寺資料館：企画展(2回)、体験教室(1回)、講座(3回)開
催
(3)クリーニング作業を進めるとともに、7、8月に公民館と連携し夏
休み子ども自然体験学習「親子向けクジラ化石講座」（3回）を開催
（参加延べ親子38組83人）
 　市民向けに自然科学講演会・発掘調査状況報告会を開催（3/23：
参加47人）

3

〇郷土の歴史、文化、先人・偉人の業績等を知る機会の創
出
(1)郷土ゆかりの先人・偉人の顕彰事業
(2)郷土の歴史、文化、人物等をテーマとした展覧会や講
座等の開催
(3)発掘した文化財等の活用

(1)4月～3月
(2)4月～3月
(3)4月～3月

(1)信州上田ふるさと先人館運営と「出張ど
こでも先人館」実施（4回）
(2)市立博物館及び信濃国分寺資料館におけ
る企画展の開催（4回）、体験教室、講座等の
開催（15回以上）
(3)クジラ化石のクリーニングと情報発信・
活用事業の実施

(1)10・11月に公民館と連携し「出張どこでも先人館」実施に向け準
備中
(2)市立博物館：企画展(1回)、各種講座(6回)開催
   信濃国分寺資料館：企画展(1回)、体験教室、講座(2回)開催
(3)公民館と連携し夏休み子ども自然体験学習「親子向けクジラ化石
講座」（3回）を開催（7/27城南公民館、7/31中央公民館、8/11塩田
公民館）

(1)国登録を文化庁に3件（りんどう橋、前山寺本堂ほか、旧佐藤宗
家住宅）意見具申し、11月に2件（前山寺本堂ほか、りんどう橋）
が、3月に1件（旧佐藤家住宅(藤本)一号蚕室ほか）が文化審議会か
ら登録の答申
  美術工芸品及び建造物（6件）の市指定に向けた準備を実施
(2)
　①第1回を「真田氏本城跡」（5/27）、第2回を「旧宣教師館」
（12/9）で開催（2回：参加延べ76人）
　②日本遺産セミナーを開催（10/14：参加20人）
(3)仏像詳細調査を20箇所で40体実施
　 令和4～5年度実績：延べ116体

2

〇史跡上田城跡整備事業の推進
(1)「史跡上田城跡保存活用計画」の文化庁認定
(2)武者溜り整備事業（旧市民会館解体工事）の推進
(3)櫓の復元的整備に向けた調査等の推進

(1)4月～3月
(2)4月～3月
(3)4月～3月

(1)年度内の文化庁認定
(2)発掘調査、武者溜り基本計画策定、
　 旧市民会館解体実施設計の実施
(3)発掘調査、資料調査（懸賞金事業）、シ
ンポジウムの実施

(1)計画案を策定中。計画策定委員会（8/25）を開催し内容を協議
(2)三十間堀跡、旧市民会館駐車場の発掘調査を8月から実施中
　武者溜り基本計画を策定中、旧市民会館解体実施設計を10月以降
実施予定
(3)本丸櫓跡の発掘調査を9月から実施中。
　懸賞金制度を7月から導入、確認資料15件・戸別訪問63件
　上田城シンポジウムを10/29に開催予定
　上田城パネル展（8/11）を開催

(1)計画策定委員会（8/25,1/9）を開催し協議を経て上田市としての
計画案を策定。認定に向けた文化庁協議を実施
(2)三十間堀跡、冠塀台石垣跡の発掘調査を実施（8月～12月、
3月）、武者溜り基本計画を策定、旧市民会館解体実施設計を実施
(3)本丸櫓跡の発掘調査を実施（9月～12月、3月）
　懸賞金制度を7月から導入、確認資料38件・戸別訪問63件
　上田城シンポジウムを開催（10/29：参加約800人）
　上田城パネル展を開催（3会場）

1

○文化財の保存と活用
(1)文化財の指定・登録の推進
(2)文化財の積極的な活用
　①文化財de文化財の開催
　②日本遺産の活用
(3)仏像特別展に向けた調査・準備

(1)5月～3月
(2)
　 ①7月・11月
　 ②4月～3月
(3)4月～3月

(1)文化財の市指定・国登録の推進
　（2件以上）
(2)
　①文化財de文化祭の開催（2回）
　②日本遺産文化財活用部会
　 （セミナー開催）
(3)仏像詳細調査の実施（50体以上）
　　3年計画目標：延べ134体
　　令和4～5年度目標：延べ114体

(1)国登録について、文化庁に3件を意見具申（りんどう橋、前山寺
本堂ほか、旧佐藤宗家住宅）
(2)
　①第1回を「真田氏本城跡」（5/27）で開催
　②日本遺産セミナーを10/14に開催予定
(3)仏像詳細調査を9箇所で17体実施

 目的・
　　効果

新たに作成した「上田市文化財保存活用地域計画」を推進し、史跡や建造物等の保存とともに積極的な公開や活用を行い、文化財を生かしたまちづくりに取り
組みます。また、上田城跡整備を進め、史跡としての本質的価値を充実させるとともに、史跡公園として歴史的景観を復旧することで上田城跡のブランド力を
高め、観光拠点としての魅力向上に寄与します。

該当する
SDGsの目標

取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

期末報告（目標に対する達成状況・達成度）

第四次上田市行財政改革大綱・アクションプログラムに
おける位置付け

 現況・
　　課題

地域の歴史と文化を次世代に継承していくために、文化財への関心を高めるとともに、保存と活用を推進してその価値を高め、より魅力あるものにしていく取組が求められています。
史跡上田城跡においては、早期に旧市民会館を解体し、跡地に武者溜りを整備する必要があります。また、本丸櫓の復元的整備の実現に向け、調査を継続するとともに、整備に向けた機運のさらなる醸成が求められています。

　第６編　文化・交流・連携【文化を育み、交流と連携で風格漂う魅力あるまちづくり】 上田再構築プラン

Ver.2.0「もっと、前

に」における位置付け

2  教育・子育ての環境・文化の充実を促進する
 総合計画における

 　　　　　位置付け
　第１章　多彩な文化芸術の継承と創造

第１節　文化遺産の継承と活用

令和５年度

重点目標 文化遺産の保存 ・継承・活用 教育委員会事務局 優先順位
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重点目標管理シート

部局名 4

　第５編　教育【生涯を通じて学び豊かな心を育むまちづくり】

上田再構築プラン

Ver.2.0「もっと、前

に」における位置付け

2  教育・子育ての環境・文化の充実を促進する

 総合計画における

 　　　　　位置付け

　　第１章　次代を担う人づくり　　　                 第２章　新しい時代を拓く生涯学習環境の整備
　　　第１節　教育環境の整備と地域ぐるみの教育推進　　　   第１節　生涯学習の推進と学習環境の整備

　第１編　自治・協働・行政【市民が主役のまちづくり】

第２章　すべての人の人権が尊重されるまちづくり
　第１節　一人ひとりの人権が尊重される社会の実現

令和５年度

重点目標 生涯学習の推進と学習環境の整備 教育委員会事務局 優先順位

第四次上田市行財政改革大綱・アクションプログラムに
おける位置付け

 現況・
　　課題

全小中学校でコミュニティスクールの取組が行われていますが、今後は学校の実情や地域の特徴を生かしながら地域と学校が連携・協働していく取組が継続したものとなるよう、整備していくことが必要です。コーディネーターや地域で学校を支えていただ
いているボランティアの人数がコロナ禍により減少を余儀なくされています。ウィズコロナに向けて、今後は、学校と地域の交流を深め、学校支援ボランティアの充実を図り、地域ぐるみで学校を支えていく取組が重要となります。
人権同和教育においては、平成25年2月に同和問題に関わる差別事象が発生し、その後も相談案件が生じていることから、今後、このような差別が起きないよう人権同和教育と啓発を推進していく必要があります。
「人生100年時代」に対応し、シニア層の学びの拡充を図るとともに、実体験の不足しがちな子どもたちのため地域の資源（自然、歴史、人等）を生かし自然体験・社会体験の機会を提供します。また、上田市から始まり県内外に影響を及ぼした児童自由画教
育運動、農民美術運動及び上田自由大学運動創始から約100年になることを記念し、社会教育機関である公民館、図書館及び博物館が連携し、３つの社会教育運動の意義を顕彰し、周知・発信することにより市民の自発的な学習活動を促進する機会にすること
が必要です。

 目的・
　　効果

豊かな生涯学習社会の実現を目指し、平成27年度に策定した「第二次上田市生涯学習基本構想」に基づき、生涯学習の機会や施設整備をはじめとする生涯学習
環境の充実を図るとともに、地域とともにある学校づくりの取組を通じ、学校の負担を軽減し、地域ぐるみで子どもたちを育んでいきます。
「上田市人権施策基本方針」に基づき、学校、地域等における人権同和教育と啓発を通じ、すべての人の人権が尊重される社会の実現を目指します。
公民館事業の充実、高齢者の学びの拡充及び上田自由大学運動等の顕彰・周知により、地域の教育力の向上、市民の自発的な学習活動の促進が期待されます。

該当する
SDGsの目標

期末報告（目標に対する達成状況・達成度）

(1)市民団体と連携し「2023自由大学運動100年記念フォーラム」を
開催（11/26：参加63人）
　実行委員会開催（実行委員16人、15回）
　自由大学運動を周知・発信する出前講座を開催（2回、9/14北小学
校・2/18上田女子短期大学）
　自由大学運動を周知するパネルの展示（5箇所）
　「上田自由大学」を紹介する小冊子を増刷し、配布

取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

1

○上田自由大学運動等の顕彰による生涯学習推進自主的・
主体的な活動を学ぶ
(1)「自由大学運動」をテーマにしたシンポジウムを開催

(1)4月～3月 (1)「自由大学運動100年から学ぶ　現在
（仮）」をテーマに若い世代を中心としたシ
ンポジウムの開催（実行委員10人・参加者50
人）

(1)市民団体と連携し「2023自由大学運動100年記念フォーラム」を
11/26に開催予定
　実行委員会（8回）を開催し準備中
　自由大学運動を周知・発信する出前講座を開催
　（9/14北小学校）
　自由大学運動を周知する展示用パネルを作成

(1)中学校区ごとにブロック研修会開催、自治会で懇談会・啓発資料
の回覧・配付・掲示実施
(2)講演会、研修会を実施（年間6回開催）
「人権啓発推進委員会定期総会」（5/10：参加50人）
「企業人権教育連絡会新入社員研修会」（4/10：参加165人）
「企業人権教育連絡会定期総会」（6/8：参加51人）
「人権を考える市民のつどい」（10/12：参加約1,200人）
「人権啓発担当者研修会」（11/25：参加104人）
「人権フェスティバル」（2/23：参加延べ約550人）

2

〇地域とともにある学校づくりの充実
(1)地域ぐるみで学校を支えていく取組の推進と地域にお
ける交流・情報交換の支援
(2)学校支援ボランティア活動の推進のため活動を紹介

(1)4月～3月

(2)4月～3月

(1)コーディネーター及び公民館職員向け基
礎研修会、情報交換会の開催 （各1回）
(2)学校支援ボランティアの活動紹介を紙媒
体やホームページを活用し周知

(1)学校支援ボランティア交流会を開催（8/23）
  基礎研修は、該当者が少人数のため個別に対応
(2)「地域とともにある学校づくり学校支援だより」の10月発行に向
け準備中
   特色ある学校支援活動について3月までにHPへ掲載できるよう情
報収集

(1)学校支援ボランティア交流会を開催（8/23：参加74人）
　 基礎研修は、該当者が少人数のため個別に対応
(2)「地域とともにある学校づくり学校支援だより」を10月に発行
し、各小・中学校等へ配布
 「地域とともにある学校づくり活動紹介リーフレット」を作成し、
3月に配布(9,000部）
   特色ある学校支援活動についてHPへ掲載

3

〇人権同和教育・啓発の推進
(1)「上田市人権施策基本方針」に基づく人権同和教育・
啓発の推進
(2)人権尊重の精神が日常的に発揮できる講演会・研修会
等の事業の実施

(1)4月～3月

(2)4月～3月

(1)学校、家庭、地域、企業における人権同
和教育・啓発の推進
(2)各種人権啓発推進団体が行う市民の人権
意識向上のための事業の実施（講演会・研
修会の開催4回）

(1)家庭、地域、企業、各小中学校において様々な機会を捉え人権同
和教育・啓発
(2)講演会を実施（前期3回開催）
「人権啓発推進委員会定期総会」（5/10：参加50人）
「企業人権教育連絡会新入社員研修会」（4/10：参加165人）
「企業人権教育連絡会定期総会」（6/8：参加51人）
「人権を考える市民のつどい」を10/12に開催予定
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(1)野外体験活動促進等事業（6回）
  「親子山城体験学習」(5/27：参加 小学生25人 計37人）
  「小学生リバートレッキング」(8/8：参加 小学生19人）
  「親子でグングン山さんぽ－根子岳登山」(10/14:参加 小学生8人
計15人）
   屋内集団遊び「ボードゲーム体験会」（11/23：参加 小学生13
人）
  「冬の自然体験教室in菅平高原」（2/10：参加 幼児・小学生　9
人 計14人）を実施
  「親子でグングン焚火クッキング－燻製に挑戦」（3/16：参加 幼
児・小学生　13人 計23人）
 　体験活動支援事業補助金（30育成会）
(2)県「スマホ、タブレット、ゲーム機等に関するアンケート」の分
析作業を行い、啓発リーフレットを発行、配布（15,000部）
(3)市民団体等が運営する子ども・若者の居場所を見学、懇談（まち
なかキャンパスほか、4箇所）

取組項目及び方法・手段（何をどのように）
期間・期限

（いつ・いつまでに）
数値目標（どの水準まで）

　　　　　　　　　　　中間報告
（目標に対する進捗状況・進捗度）及び
（中間報告の時点で取組項目に対する方法・手段の見直しを
行った点）

期末報告（目標に対する達成状況・達成度）

4

〇青少年の健やかな成長を支援する取組の充実
(1)生きる力を育む自然体験活動、集団遊び・集団生活の
機会提供
(2)社会変化に対応した健全育成を支える環境づくり
(3)地域における若者の居場所づくりの調査・研究

(1)4月～3月

(2)4月～3月

(3)4月～3月

(1)幼児期の子どもや、小中高大の青少年を
対象に、地域の自然を体験する事業等の実
施（6回）
(2)インターネット・スマホ適正利用啓発
リーフレット発行（19,000部）
(3)研修会（市内の居場所づくり事業等）へ
参加	

(1)野外体験活動等促進事業(2回）
　「親子山城体験学習」(5/27：参加 小学生25人 計37人）
　「小学生リバートレッキング」(8/8：参加 小学生19人)を実施
   体験活動支援事業補助金（29育成会）
(2)県「スマホ、タブレット、ゲーム機等に関するアンケート」の分
析作業を行い、啓発リーフレット編集作業
(3)市民団体等が運営する子ども・若者の居場所を見学、懇談（おけ
まる食堂、上田おけまーるジュニアセンター、清明児童クラブ）

(1)広報うえだ、報道機関、HP、市LINE、市メールへ掲載すると共に
チラシ等を市内8つの大学・高校と公民館等公共施設へ配布し周知
　また、7月及び12月を利用登録促進月間とし、貸出レシートに広告
を載せたＰＲや市内4図書館に体験コーナーを設置
  新規登録者：409人、貸出件数：6,250件（3月末）
(2)高等学校図書館司書からの「エコール内全図書館での団体貸出を
可能とする」ことの要望について、エコール内全図書館で検討小中
学校図書館司書に「公共図書館と学校図書館との連携事業」に関す
るアンケート調査を実施
　各図書館にティーンズコーナーを設置し、おすすめ本を紹介
(3)各種研修会への参加後、研修結果を職員間で共有
　　研修会18回、延べ207人

5

〇公民館事業の充実
(1)自治会連合会からの要望を踏まえた分館のあり方の検
討
(2)分館に対する応援体制の充実・強化
(3)「使用料等算定に係る受益者負担のあり方に関する基
本方針」を踏まえた検討

(1)4月～12月

(2)4月～3月

(3)4月～3月

(1)分館組織や活動内容について検討
(2)分館活動の手引きの作成・配布相談窓口
の設置
(3)基本方針を踏まえた使用料の見直し等を
検討

(1)分館対象のアンケート調査結果に基づき分館組織のあり方や共催
事業の見直し等を検討し、自治会連合会への回答方針を決定
(2)各分館に分館活動の手引きを配布。分館活動等に関し相談窓口を
設置し、助言や情報提供を実施（347件）
(3)基本方針の策定に関し行政管理課と情報共有を図るとともに、市
民説明会に参加して利用者の意見を収集し、課題を検討

(1)市政三者懇談会の結果に基づき、副分館長と分館主事の選出を任
意とするなど分館制度を見直すとともに、説明会や公民館だより等
を通じて分館に周知
(2)分館活動の手引きを配布するとともに、相談窓口を設置し、分館
活動に関する助言や分館役員等の見直しに関する情報提供を実施
（708件）
(3)基本方針の策定に関し、利用者登録団体等へ情報発信するととも
に、減免対応等の課題を検討
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〇図書館サービスの充実
(1)電子図書館（デジとしょ信州）の利用促進
(2)中高生向けサービスの充実
(3)職員の資質向上

(1)4月～12月

(2)4月～3月

(3)4月～3月

(1)各種媒体による周知や利用登録促進
(2)エコールの周知や学校図書館との情
　 報共有による利用促進月間の実施及び図
書館に体験コーナーを設置
(3)県立長野図書館等が開催する各種研修会
への参加と職員間の情報の共有

(1)広報うえだ、報道機関、HP、市LINE、市メールへ掲載すると共に
チラシ等を市内8つの大学・高校と公民館等公共施設へ配布し周知
　また、7月を利用促進月間とし、貸出レシートに広告を載せたＰＲ
や市内4図書館に体験コーナーを設置
  　 新規登録者：277人、貸出件数：2,668件（9月末）
(2)高等学校図書館司書からの「エコール内全図書館での団体貸出を
可能とする」ことの要望について、エコール内全図書館で検討小中
学校図書館司書と情報交換を実施
　各図書館にティーンズコーナーを設置し、おすすめ本を紹介
(3)県立長野図書館等の研修会へ参加し、職員間で研修結果を共有

特

記

事

項

○市民参加・協働の推進、市民満足度の向上を考慮した点 ○取組による効果・残された課題

○教育行政の事務の点検及び評価を踏まえ反映した点
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